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論 文 内 容 要 旨
酪農の現場では,放 牧 を行 うと乳量が
低下するとの声が少なか らず聞かれる。




規制 されるごとが知 られてお り,そ の充
満度 を緩和する過程,す なわち飼料の消
化性 と,そ れ を左右す る要因 との関係 に
つ いて解明す るζとは,粗 飼料主体の効




によ り栄養素 と共 に必然的に大量の生草
含有水 を反舗胃内に摂取する。この大量
の生草含有水は,反 甥 胃の充満度,反 鋼




産 を行 うという観点か ら,放 牧草の主要


























放牧と補助飼料(ヘ イキュー ブ,ビ ー
トパル プ,グ ラスサ イ レー ジ,濃 厚飼
料)で 飼養されている乳牛群の飼料 と水
摂取の実態を明 らかにするため,早 春よ
り晩秋 まで,飼 養管理形態 と飼料摂取量,
飲水量,乳 量および環境要因(気 温,湿
度,天 候等)を 調査 した(図1>。 放牧へ
の依存度 と飼料 の原物摂取量 ・乾物摂取
、量 ・・飲水量 ・生草由来水摂取量および産
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次に,放 牧依存度 の異なる春 ・夏 ・秋















牧への依存度の高 まりによ り,放 牧草由
来の摂取水量の増加が認められた(図2)。
牛は維持量 に十分な水量を牧草含有水 と





































































































































































































































































の季節変動 を調査 し,放 牧 を想定 した家
畜の栄養摂取について検討 した。オーチ
ャー ドグラス(OG),ト ール フェスク
(TF),ペ レニ アルライグラス(PRG)
の3草 種について,春 期 ・夏期および秋






次に各草丈の牧草 につ いて,基 部よ り
5㎝ 毎の地上部の乾物重量と水分含量の
空間分布を調べた(図3)。 草冠の上層部
は,常 に水分含量 の高 い組織か らな り,
下層部へ移行するにつれて水分含量が低
下 した。現物および乾物生産量 は,草 丈



































伴 い摂取す る牧草含有水は多量 となる可
能性が推察された。
3.緬 羊 における粗飼料採食性 と水出納
および反翻胃内性状
(1)水 分含量 の異なる生草 の採食性お よ
び消化性
生草含有水が反鋼家畜の乾物摂取に与
える影響 を知ることを目的 とし,水 分含
量を高水分(H区)と 低水分(L区)に
調製 した牧草 を反鋼胃カニュー レ装着緬
羊に給与 し,家 畜の自由採食量,採 食行
圏動


























物 の 自 由摂 取 量 に両 区 の 差 は 認 め られ な
か った が,乾 物 摂 取 量 はL区 に 比 べH区
で 少 な い傾 向 を示 した 。 採 食 時 間(Et)
は,H区 で 長 か っ た 。 反 劉 時 間(Rt)は
両 区 に有 意 な差 は み られ な か っ た 。 浸 透
圧 は,血 液 側 に対 して 反 鋼 胃 内 容 液 側 が
常 に低 か っ た 。 反 劉 胃 内 容 液 の 希 釈 率 に
差 は なか っ た。
次 に 維 持 要 求 量 を定 時 給 与 し,給 餌 後
の反 劉 胃 内 固 形 物 の 粒 度 分 布 の 経 時 的 変
化 を測 定 した(図5)。 反翻 胃 内 固形 物 の
粒 度 は 両 処 理 区 と も経 時 的 に 大 粒 子 の 割
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区)と'乾 草(D区)を 供試 し,緬 羊の採
食性 と反鋼胃内性状を比較検討 した。ま
た,反 翻 胃内容物全量を経時的に取 り出
し,内 容物の消失過程を調べた。現物摂
取量はF区 が多かったが,乾 物摂取量と
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行 動 は,F区 で 採 食 ・反 甥 が 断 続 的 に 入 れ あ っ た(図6)。
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劉 胃内で多 くの水 の存在 と乾物 摂取量 の
低下 が明 らか にな った。加 えて,牧 草含
有水 の反甥 胃内での動態 を把握 す るには,
飼料給餌 直後か らの短時 間 にお ける調査









調査 を行 い,植 物組織 からの水 の解放過
程 を調べた。反鋼胃内容物試料について,
pF(保 水性)が42以 下の水分 を反鋼胃
内に解放される自由水(FM)と し,pF4.2
以上を植物組織 に保持される水(HM)と




で上昇 し,そ の後4時 間後までに急速に














































































ンバ ッグを反鯛胃カニュー レか ら投入す
ることによ り,咀 噛を排除 した反翻胃内
消化 による植物組織か らの水の解放過程
を調べた。また,同 時に反劉胃内容物を





料片 か らの植物 由来杢 の解放は,直 線的
に行われたが4時 間目まで少量であった
(図13)。 す なわち,生 草では摂取 され
た飼料由来の水 は,咀 囑過程で多 く解放
され,物 理的破壊過程 を受 けない組織で


















液を再吸収 した水分は,ほ とん ど自由水
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本研究 では,反 翻家畜の生草か らの栄
養摂取に関 して植物側 ・家畜側双方の視







える影響 を明 らか とするため,水 分含量







か ら解放 され るが,細 粒子 となった植物
組織 も含 有水 を保持 している ことか ら,
保有水の解放は長時間を要 し,反 翻胃の





組織 に保持され,反 鋼 による咀噛により








家畜 として緬羊を用いた。乳牛 は,採 食
時 の咀囑が少な く,一 方で緬羊は,比 較





牛の乾物摂取に関 して,よ り大 きな制限
因子となっていることが想定される6
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論 文 審 査 結 果 要 旨
近年食料の自給率向上や安全性,ま た生産環境の健全性が重要視され,酪 農現場でも放牧が再評価さ
れてきている。一方,放 牧は家畜のエネルギー消費に対 し飼料の乾物摂取不足となりがちで,乳 量の低





まず放牧を取 り入れている乳牛群の飼料摂取と飲水の実態を調査 した。牛群全体でみると,放 牧依存
度(放 牧による飼料摂取割合)と 全飼料現物摂取量,全 乾物摂取量および生草由来水摂取量に正の相関
が認められた。しか し乾物摂取量と補助飼料摂取量との相関も高く,こ の放牧牛群の乾物摂取はより補
助飼料に支えられていたと想定された。そこで放牧牛の牧草地からの乾物摂取の実態を明確 とするため,




では草の含水率が著 しく高いこと,ま た草の乾物の空間分布から乾物の多 くは家畜の利用困難な草冠の
下層部 に集中 し,上 層部は水分含量の高い組織が分布 していること。放牧家畜は草冠の上層部か ら採食
することから,そ のような草地では放牧家畜の乾物摂取効率が低 くなる可能性が示された。つづいて生
草の飼料特性の解明として,水 分含量の異なる草を用い,実 験動物 としての緬羊による採食性,反 鶉胃
内容物の粒度変化,反 鶉胃内溶液性状,水 出納等が調べ られた。その結果,乾 物摂取量は高水分草で低
下すること,反 鶉胃内固形物の細粒化は採食後4時 間までが大きいが,12時 間後でも相当量の大粒子生
草組織が反舞胃に滞留すること。また行動観察の結果,生 草採食では採食と反笏を頻繁に入れ替えるこ
とで採食草の物理的消化を促進 していること等が明らかとなった。次に牧草含有水の反鶉胃内での存在
状態を知る手段 として,反 鶉胃内容物の水分を自由水(<pF4.2)と 組織保持水(>pF4.2)に 区分 し,
内容物の粒度組成と水組成の経時的変化およびナイロンバック法により牧草含有水解放に対する咀鳴の




いての新 しい指針 となり,家 畜生産に多大な貢献を与えるものである。 よって審査委員一同は本論文提
出者に対 し博士(農 学)の 学位を授与するに値するものと判断 した。
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